
令和 4 年 5 ⽉ 16 ⽇
地 震 予 知 連 絡 会

地殻活動モニタリングに関する検討結果等について
−地震予知連絡会 第 235 回定例会（2022 年 5 ⽉）−

本定例会はオンライン会議併⽤形式で実施されました。記者会⾒につきましても、新
型コロナウイルスの感染拡⼤防⽌対応のため、オンライン会議併⽤形式で実施いたしま
す。

添付資料を含む⼀式の資料については、後⽇以下の URL に掲載いたします。
  https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/235.html

■地殻活動モニタリングの検討結果
１．１ 地殻活動の概況
（１）全国の地震活動について
 ⽇本とその周辺で 2022 年 2 ⽉から 4 ⽉までの３か⽉間に発⽣したＭ 5.0 以上の地震は
59 回であった。このうち、最⼤震度５弱以上を観測した地震は４回発⽣した（気象庁・
資料 2 ⾴）。
（２）⽇本周辺における浅部超低周波地震活動
 掲載基準を満たす活動は検出されなかったが、２⽉上旬に四国〜紀伊⽔道の沖で、４
⽉上旬には種⼦島沖以南で超低周波地震活動が発⽣したとみられる（防災科学技術研究
所・資料 3 ⾴）。
（３）⽇本列島のひずみ変化
 GNSS 連続観測によると、最近１年間の⽇本列島のひずみには、東北地⽅太平洋沖地
震及び熊本地震の余効変動の影響が⾒られる。また、福島県沖の地震及び⽯川県能登地
⽅の地震活動の影響が⾒られる（国⼟地理院・資料４⾴）。

１．２ プレート境界の固着状態とその変化
（１）駿河トラフ・南海トラフ・南⻄諸島海溝周辺

 地震予知連絡会は 5 ⽉ 16 ⽇、第 235 回定例会を開催し、令和４年 2 ⽉〜4 ⽉の地殻活
動を主としたモニタリング結果に対する検討を実施しました。また、重点検討課題「東
北⽇本⽇本海側の地殻活動」についての検討を実施しました。



○⻄南⽇本の深部低周波微動・短期的スロースリップ活動状況
短期的スロースリップイベントを伴う顕著な微動活動が、四国中部から豊後⽔道にお

いて、3 ⽉ 30 ⽇から 4 ⽉ 11 ⽇に発⽣した。これ以外の主な深部低周波微動活動は、東海
地⽅（3 ⽉ 17 ⽇から 21 ⽇）、豊後⽔道（2 ⽉ 8 ⽇から 10 ⽇）で観測された（防災科学
技術研究所・資料 5-6⾴）。GNSS 連続観測により、2022 年３⽉下旬から４⽉上旬にか
けて四国中部から⻄部で短期的スロースリップが検出された。プレート間のすべりを推
定した結果、最⼤ 16mm のすべりが推定された（国⼟地理院・資料 7 ⾴）。
○室⼾沖〜紀伊⽔道沖の浅部低周波微動

2021 年 12 ⽉下旬から始まった室⼾沖〜紀伊⽔道沖付近の微動活動は、2 ⽉ 8 ⽇をピー
クに低下し、2 ⽉ 15 ⽇頃に概ね収束した。2 ⽉上旬には、主な活動域が室⼾沖から紀伊
⽔道沖に遷移する様⼦が観測された（防災科学技術研究所・資料 8⾴）。
○紀伊半島⻄部・四国東部の⾮定常的な地殻変動

GNSS 連続観測により、紀伊半島⻄部・四国東部で 2020 年夏頃から開始した⾮定常的
な地殻変動が引き続き捉えられた。プレート間のすべりを推定した結果、最⼤ 11cm の
すべりが推定された（国⼟地理院・資料 9 ⾴）。
○四国中部の⾮定常的な地殻変動

GNSS 連続観測により、四国中部で 2019 年春頃から開始した⾮定常的な地殻変動が引
き続き捉えられた。プレート間のすべりを推定した結果、四国中部で最⼤ 22cm のす
べりが推定された（国⼟地理院・資料 10 ⾴）。
○九州地域の⾮定常的な地殻変動

GNSS 連続観測により、2020 年夏頃から九州南部で観測されている⾮定常的な地殻変
動は、最近は停滞している（国⼟地理院・資料 11 ⾴）。

１．３ その他
（１）福島県沖の地震（最⼤規模の地震：3 ⽉ 16 ⽇ M7.4）（4 ⽉ 6 ⽇ M5.2）（3 ⽉ 16
⽇からの地震活動）
 2022 年 3 ⽉ 16 ⽇ 23 時 36 分に福島県沖の深さ 57km で M7.4 の地震（最⼤震度６強）
が発⽣した。この地震は、発震機構（CMT 解）が⻄北⻄−東南東⽅向に圧⼒軸を持つ逆
断層型で、太平洋プレート内部で発⽣した。この地震により、宮城県の⽯巻港（国⼟交
通省港湾局）で 31cm（暫定値）の津波を観測するなど、⻘森県から茨城県にかけての太
平洋沿岸で津波を観測した。この地震の震源付近では、この地震が発⽣する約 2 分前の
23 時 34 分に M6.1 の地震（最⼤震度５弱）が発⽣するなど、3 ⽉ 16 ⽇から 5 ⽉ 12 ⽇ 08
時までに震度１以上を観測する地震が 132 回発⽣した（気象庁・資料 12-14⾴）。この
地震に伴い、震央北の宮城県牡⿅半島の GNSS 連続観測点で北⽅向に最⼤約３ cm の地
殻変動が観測された。震源断層モデルを推定したところ、北北東-南南⻄⾛向で東南東に
傾き下がる断層⾯上における逆断層すべりが求まった（国⼟地理院・資料 15-19 ⾴）。



（２）岩⼿県沖の地震（3 ⽉ 18 ⽇ M5.6、3 ⽉ 30 ⽇ M4.9）
2022 年 3 ⽉ 18 ⽇ 23 時 25 分に岩⼿県沖の深さ 18km で M5.6 の地震（最⼤震度５強）

が発⽣した。また、3 ⽉ 30 ⽇ 00 時 18 分にほぼ同じ場所の深さ 17km で M4.9 の地震
（最⼤震度４）が発⽣した。これらの地震は陸のプレートの地殻内で発⽣した。3 ⽉ 18
⽇の地震の発震機構（CMT 解）は北北⻄−南南東⽅向に張⼒軸を持つ横ずれ断層型で、
3 ⽉ 30 ⽇の地震の発震機構は北北⻄−南南東⽅向に張⼒軸を持つ横ずれ断層型である
（気象庁・資料 20 ⾴）。
（３）⽯川県能登地⽅の地震活動（最⼤規模の地震：2021 年 9 ⽉ 16 ⽇ M5.1）

⽯川県能登地⽅では、2018 年頃から地震回数が増加傾向となり、2020 年 12 ⽉から地
震活動が活発になった。2022 年 4 ⽉中もその傾向は継続している。2020 年 12 ⽉から
2022 年 5 ⽉ 12 ⽇ 08 時までに震度１以上を観測した地震が 123 回発⽣した。このうち最
⼤規模の地震は、2021 年 9 ⽉ 16 ⽇に発⽣した M5.1 の地震（最⼤震度５弱）である（気
象庁・資料 21 ⾴）。この地震活動の開始以降、震源域に近い能登半島の GNSS 連続観測
点で南南⻄⽅向に最⼤１ cm を超える⽔平変動や、最⼤３ cm を超える隆起などの地殻変
動が観測されている（国⼟地理院・資料 22-23 ⾴）。最近まで明らかになった群発地震
の各領域の解析結果について報告する（統計数理研究所・資料 24 ⾴）。
（４）茨城県北部の地震（4 ⽉ 19 ⽇ M5.4）

2022 年４⽉ 19 ⽇ 08 時 16 分に茨城県北部の深さ 93km で M5.4 の地震（最⼤震度５
弱）が発⽣した。この地震は太平洋プレート内部で発⽣した。発震機構は東北東−⻄南
⻄⽅向に圧⼒軸を持つ型である（気象庁・資料 25 ⾴）。
（５）京都府南部の地震活動（最⼤規模の地震：3 ⽉ 31 ⽇・5 ⽉ 2 ⽇ M4.4）

京都府南部では、2022 年 3 ⽉ 31 ⽇から地震活動が活発となり、5 ⽉ 12 ⽇ 08 時までに
震度１以上を観測する地震が 14 回発⽣している。このうち M4.0 以上の地震は４回発⽣
しており、最⼤規模の地震は、3 ⽉ 31 ⽇及び 5 ⽉ 2 ⽇にともに深さ 13km で発⽣した
M4.4 の地震（ともに最⼤震度４）であった。これらの地震は地殻内で発⽣した。これら
の地震の発震機構は、東⻄⽅向に圧⼒軸を持つ横ずれ断層型である。（気象庁・資料 26
⾴）
（６）沖縄本島北⻄沖の地震活動（最⼤規模の地震：3 ⽉ 17 ⽇ M5.9）

この地震活動の開始以降、震源域に近い久⽶島の GNSS 連続観測点で南南東⽅向に最
⼤約１ cm の地殻変動が観測されている（国⼟地理院・資料 27 ⾴）。

■重点検討課題の検討 概要
モニタリング⼿法の⾼度化の検討を⽬的に、地震予知研究にとって興味深い現象や問

題等を「重点検討課題」として選定し、集中的な検討を⾏っています。



＜第 235 回定例会 重点検討課題＞
課題名  「東北⽇本⽇本海側の地殻活動」について（資料 29 ⾴）
コンビーナ ⽯⼭ 達也 委員（東京⼤学地震研究所）
報告課題、報告者
 １．東北⽇本背弧域での震源断層モデルの構築と
                実施したリスクコミュニケーション会議（資料 31⾴）

                    佐藤 ⽐呂志（東京⼤学地震研究所）
 ２．東北⽇本背弧域の震源断層モデルに基づく強震動予測（資料 32⾴）       
                        岩⽥ 知孝（京都⼤学防災研究所）
 ３．東北⽇本背弧域の震源断層モデルに基づく確定論・確率論的津波予測（資料 33 ⾴）

                      佐⽵ 健治（東京⼤学地震研究所）
 ４．⽇本海溝におけるプレート間相互作⽤による
                東北⽇本背弧域の震源断層への応⼒蓄積（資料 34⾴）

                      橋間 昭徳 (海洋研究開発機構）

■「予測実験 WG 」の設置について
 予測実験 WG の設置が承認された（資料 36 ⾴）

議論概要については、地震予知連絡会ウェブサイトの活動報告に掲載いたします。
地震予知連絡会　https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/

（問い合わせ先）
〇地震予知連絡会事務局
  国⼟地理院地理地殻活動研究センター 研究管理課⻑補佐 堤 隆司
  Tel：029-864-5954（直通） Fax：029-864-2655
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第１図．2003 年 6 月 1 日から 2022 年 4 月 30日 までの期間にアレイ解析によって
検出されたイベントの震央分布．検出イベントを防災科研 Hi-net の手動また
は自動験測震源と照合し，対応する地震が見出されたイベントを灰色で，そ
れ以外を桃色（2022 年 1 月 31 日以前），および赤色（2 月 1 日以降）の点で
それぞれ示す．これらは主として周期 10 秒以上に卓越する超低周波地震を表
すが，東北地方太平洋沖地震の発生以降は，除去しきれない通常の地震を含
む．期間内に発生した M 7 以上の地震（ただし，2011 年 ～ 2015 年の期間は東
北地方太平洋沖地震の本震のみ）の震央を黄色星印で示す．

日本周辺における浅部超低周波地震活動（2022 年 2 月～ 4 月）

時間
（月）

●２月上旬に四国～紀伊水道の沖で、４月上旬には種子島沖以南で
超低周波地震活動が発生したとみられるが、本解析において基準
を満たす活動は検出されなかった。

北
緯

東経

東
経

センブランス値0.5以上のアレイ数>=15
平面波指標<=0.85, 円筒波指標>=0.99

第２図．2003 年 6 月 1 日から 2022 年 4 月 30 日までの期間（左）および直近約３か月間（右）に検出されたイベントの時空間分布．検
出されたイベントを防災科研 Hi-net 手動または自動験測震源と照合し，対応する地震が見出されたイベントを灰色で，それ以外を
赤色の点でそれぞれ示す.その他は第１図に同じ．

2
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西南日本の深部低周波微動・短期的スロースリップ
活動状況 （2022 年 2 月～ 4 月）その１

防災科学技術研究所資料

● 短期的スロースリップイベントを伴う顕著な微動活動：
四国中部から豊後水道，3 月 30 日～ 4 月 11 日．

● 上記以外の主な微動活動：
東海地方，3 月 17 日～ 21 日．豊後水道，2 月 8 日～ 10 日．

kmkm km

図 1. 西南日本における 2022 年 2 月～ 4 月の月毎の深部低周波微動活動．赤丸はエンベロープ相関・振幅ハイブリッ
ド法 (Maeda and Obara, 2009) およびクラスタ処理 (Obara et al.，2010) において，１時間毎に自動処理された微動分
布の重心である．青菱形は周期 20 秒に卓越する深部超低周波地震 (Ito et al., 2007) である．

2022 年 4 月2022 年 3 月2022 年 2 月

図 2. 2022 年 1 月 29 日～ 2022 年 5 月 2 日の深部低周波微動（赤）および，深部超低周波地震（青菱形）の時空間分布．
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図 3. 2003 年 1 月～ 2022 年 5 月 2 日までの深部低周波微動（赤）および，深部超低周波地震（青菱形）の時空間分布．
緑太線は，傾斜変動から検出された短期的スロースリップイベント．
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34˚N

100 km

図 3︓2022 年 3 月 31 日（IKKH は 4 月 3 日）～ 4 月 11 日に観測され
た傾斜変化ベクトル（青矢印），推定されたスロースリップイベントの断
層モデル（赤矩形・矢印），モデルから計算される傾斜変化ベクトル（白
抜き矢印）を示す．1 時間ごとの微動エネルギーの重心位置（橙丸），深
部超低周波地震の震央（茶星印）もあわせて示す．すべり角はプレート相
対運動方向に固定している．

図 2︓2022 年 3 月 20 日～4 月 19 日の傾斜時系列．上方
向への変化が北・東下がりの傾斜変動を表し，BAYTAP-G
により潮汐・気圧応答成分を除去した．3 月 31 日（IKKH
は 4 月 3 日）～ 4 月 11 日の傾斜変化ベクトルを図 3 に示す．
四国中西部での微動活動度・気象庁宇和島観測点の気圧・
雨量をあわせて示す．

西南日本の深部低周波微動・短期的スロースリップ活動状況（2022年2月～2022年4月）
その３　ースロースリップイベントによる傾斜変動ー

防災科学技術研究所資料

１．2022年3～4月　四国中西部（Mw 6.2） 2021年7～8月四国中西部（Mw 6.0）以来約8ヶ月ぶり

図1︓2022年2月1日～2022年4月30日の深部低周波微動（赤点），深部超低周波地震（青菱形），短期的スロースリップイベン
ト（SSE︓ピンク四角）．

謝辞
気象庁の WEB ページで公開されている気象データを使用させて頂きま
した．記して感謝いたします．

(1) 2022年3~4月
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M0 2.5e+18 Nm MW  6.2
rake   125°
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132˚ 134˚
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100 km
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34˚

100 km20mmmm

トレンド期間：2017/1/1 - 2018/1/1（年周・半年周は 2017/1/1-2022/4/14のデータで補正）
モーメント計算範囲：図の黒枠内側
黒破線：フィリピン海プレートの上面の等深線(Hirose et al., 2008)

青丸：低周波地震（気象庁一元化震源）（期間:2022/3/10 - 4/11）
コンター間隔：5mm
固定局：三隅

解析に使用した観測点の範囲：概ね北緯32～34.6°、東経131～134.8°

すべり方向：プレートの沈み込み方向に拘束

解析に使用した全観測点の座標時系列から、共通に含まれる時間変化
成分は取り除いている。
また、基準期間と比較期間の間のオフセットをRamp関数で推定し、
東西、南北のAICを合わせたAICで有意でない観測点及び北向き成分を
含む観測点は除外している。

GNSSデータから推定された
四国中部から西部の深部低周波地震（微動）と同期したスロースリップ（暫定）

観測 計算
基準期間：2022/3/1～2022/3/31［F5：最終解+R5:速報解］
比較期間：2022/4/8～2022/4/14［R5：速報解］

2022/3/10 - 4/11

Mw6.1
最大すべり量：16mm モーメント時系列

2022/3/10-2022/4/14

Mw6.0

Mw6.2x1017Nm

使用データ:GEONETによる日々の座標値(F5解、R5解)
(2022/3/27-2022/4/14) ＊電子基準点の保守等による変動は補正済みF5解(2022/2/1- 2022/3/26)+R5解

−5
0
5

10
15
20
25

13 17 21 25 29 01 05 09 13 17
−5

0
5

10
15
20
25

13 17 21 25 29 01 05 09 13 17
−5

0
5

10
15
20
25

13 17 21 25 29 01 05 09 13 17
−5

0
5

10
15
20
25

13 17 21 25 29 01 05 09 13 17
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35˚

100 km

5mm

推定したすべり量が標準偏差（σ）の3倍以上のグリッドを黒色表示している。

Mw及び最大すべり量はプレート面に沿って評価した値を記載。
すべり量（カラー）及びすべりベクトルは水平面に投影したものを示す。

国土地理院

131˚ 132˚ 133˚ 134˚ 135˚

33˚

34˚

35˚

100 km

5mm
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防災科学技術研究所資料 

図１：微動の時空間分布．2022 年 3 月 31 日までの処理結果．(a)震央分布．2022 年 1 月 1 日以降の微動を青，

それ以前の微動を灰色の点で示す．□◇はそれぞれ DONET1，DONET2 観測点．点線は海溝軸．微動の検出・震源決

定にはエンベロープ相関法(Ide, 2010; Ohta et al., 2019)を用い，DONET1 および DONET2 の水平 2成分速度波

形(2–6Hz)を使用．(b)検出数の日別ヒストグラムと累積．(c)震央の時空間分布．沈み込み傾斜方向(Y 軸)に投

影．(d)沈み込み走向方向(X 軸)に投影．(e)2015 年 10 月から全期間の微動の時空間分布(X 軸投影)．

室戸沖〜紀伊水道沖の微動活動 

・2021年12月下旬から始まった活動は，2月8日をピークに低下し，2月15日頃に概ね収束．
・2月1–11日頃，主な活動域は室戸沖から紀伊水道沖に遷移．
・3月10–15日頃，紀伊水道沖で小規模な活動．

防災科学技術研究所資料 
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GNSSデータから推定された紀伊水道の長期的ゆっくりすべり（暫定）

推定すべり分布 観測値（黒）と計算値（白）の比較
(2020/6/1-2022/4/5) (2020/6/1-2022/4/5)
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100 km
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Mw6.3
最大すべり量:11cm
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34˚

35˚

134˚ 135˚ 136˚
32˚

33˚

34˚

35˚

100 km

obs

cal

1cm

Mw及び最大すべり量はプレート面に沿って評価した値を記載。
すべり量（カラー）及びすべりベクトルは水平面に投影したものを示す。
推定したすべり量が標準偏差(σ)の３倍以上のグリッドを黒色で表示している。

使用データ:GEONETによる日々の座標値(F5解、R5解)
F5解(2018/1/1- 2022/03/19) +R5解(2022/03/20-2022/4/5) ＊電子基準点の保守等による変動は補正済み

トレンド期間:2017/1/1-2018/1/1（年周・半年周成分は2017/1/1- 2022/4/5のデータで補正）
モーメント計算範囲:左図の黒枠内側
観測値:３日間の平均値をカルマンフィルターで平滑化した値
黒破線:フィリピン海プレート上面の等深線(Hirose et al.,2008)
すべり方向:東向きから南向きの範囲に拘束
青丸:低周波地震（気象庁一元化震源）（期間:2020/6/1- 2022/4/5)
固定局:網野

国土地理院-4--9-



GNSSデータから推定された
四国中部の長期的ゆっくりすべり（暫定）

推定すべり分布 観測値（黒）と計算値（白）の比較
(2019/1/1-2022/4/13) (2019/1/1-2022/4/13)
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最大すべり量 22cm
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34˚

35˚

133˚ 134˚ 135˚ 136˚
32˚

33˚

34˚

35˚

100 km

obs
cal

1cm

Mw及び最大すべり量はプレート面に沿って評価した値を記載。
すべり量（カラー）及びすべりベクトルは水平面に投影したものを示す。
推定したすべり量が標準偏差(σ)の３倍以上のグリッドを黒色で表示している。

A 四国西部の短期的ゆっくりすべり
B 紀伊水道の長期的ゆっくりすべり
C 豊後水道の長期的ゆっくりすべり
D 四国中部の長期的ゆっくりすべり

使用データ:GEONETによる日々の座標値(F5解、R5解)
F5解(2019/1/1- 2022/03/26) +R5解(2022/03/27-2022/4/13) ＊電子基準点の保守等による変動は補正済み

トレンド期間:2017/1/1-2018/1/1 （年周・半年周成分は2017/1/1- 2022/4/13のデータで補正)
モーメント計算範囲:左図の黒枠内側
観測値:３日間の平均値をカルマンフィルターで平滑化した値
黒破線:フィリピン海プレート上面の等深線(Hirose et al.,2008)
すべり方向:プレートの沈み込み方向に拘束
青丸:低周波地震（気象庁一元化震源）（期間:2019/1/1- 2022/4/13)
固定局:網野

国土地理院

C
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GNSSデータから推定された日向灘南部の長期的ゆっくりすべり（暫定）
推定すべり分布 観測値（黒）と計算値（白）の比較

(2020/6/1-2022/4/5) (2020/6/1-2022/4/5)
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Mw及び最大すべり量はプレート面に沿って評価した値を記載。
すべり量（カラー）及びすべりベクトルは水平面に投影したものを示す。
推定したすべり量が標準偏差(σ)の３倍以上のグリッドを黒色で表示している。

使用データ:GEONETによる日々の座標値(F5解、R5解)
F5解(2020/1/1- 2022/03/19) +R5解(2022/03/20-2022/4/5) ＊電子基準点の保守等による変動は補正済み

＊日向灘の地震(2022/01/22,M6.6)の地震時変動を除去している。
＊平成28年(2016年)熊本地震の余効変動が顕著に見られる観測点は除外している。トレンド期間:2012/1/1-2013/3/1（年周・半年周成分は補正なし）

モーメント計算範囲:左図の黒枠内側
観測値:３日間の平均値をカルマンフィルターで平滑化した値
黒破線:フィリピン海プレート上面の等深線(Hirose et al.,2008)
すべり方向:プレートの沈み込み方向に拘束
青丸:低周波地震（気象庁一元化震源）（期間:2020/6/1- 2022/4/5)
固定局:三隅 国土地理院
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㸱月16日 ⚟ᓥ┴Ἀࡢ地震

2022ᖺ㸱᭶16᪥23᫬34ศ࡟⚟ᓥ┴Ἀ57ࡉ῝ࡢkm࡛M6.1ࡢ地震㸦᭱大震ᗘ㸳ᙅ㸧ࡀ発⏕ࡢࡇࠋࡓࡋ⣙2ศ
ᚋ23ࡢ᫬36ศࠊࡣ࡟⚟ᓥ┴Ἀ57ࡉ῝ࡢkm࡛M7.4ࡢ地震㸦᭱大震ᗘ㸴ᙉ㸧ࡀ発⏕ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋ地震ࠊࡣ
ࣞࣉኴᖹ洋ࠊ㏫᩿ᒙᆺ࡛ࡘᣢࢆᅽຊ㍈࡟西北西㸫東༡東᪉ྥࡀCMTゎ㸧ࡣ地震ࡢ発震機構㸦M7.4ࡶࢀࡎ࠸
ーࢺෆ部࡛発⏕ࡢࡑࠋࡓࡋᚋࡢࡽࢀࡇࠊ地震ࡢ震※௜㏆㸦㡿域㹠㸧࡛ࡣ地震άືࡀά発17ࠊࡾ࡞࡟᪥00
᫬52ศ࡟M5.5ࡢ地震㸦᭱大震ᗘ㸲㸧㸦ኴᖹ洋ࣞࣉーࢺෆ部࡛発⏕㸧19ࠊ᪥00᫬57ศ࡟M5.0ࡢ地震㸦᭱大震
ᗘ㸱㸧㸦ኴᖹ洋ࣞࣉーࢺෆ部࡛発⏕㸧25ࠊ᪥12᫬08ศ࡟M5.2ࡢ地震㸦᭱大震ᗘ㸲㸧㸦ኴᖹ洋ࣞࣉー࡜ࢺ㝣ࡢ
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1919ᖺ௨㝆ࡢάືࠊ࡜ࡿࡳࢆ௒ᅇࡢ地震ࡢ震ኸ࿘㎶㸦㡿域㹡㸧࡛ࠕࡣ東北地᪉ኴᖹ洋Ἀ地震ࠖࡢ発⏕
௨๓ࡽ࠿M7.0௨ୖࡢ地震ࡀ᫬ࠎ発⏕1938ࠊࡕ࠺ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋᖺ11᭶㸳᪥17᫬43ศ࡟発⏕ࡓࡋM7.5ࡢ地
震࡛ࡣᐑᇛ┴ⰼῡ࡛113cm㸦඲᣺ᖜ㸧ࡢ津波ࢆほ測ࡢࡇࠋࡓࡋ地震ࡢᚋྠࠊ ᖺ11᭶30᪥࡟࡛ࡲM7.0௨ୖࡢ
地震ࡀ㸰ᅇ発⏕ࠊ࡝࡞ࡿࡍ⚟ᓥ┴Ἀ࡛地震άືࡀά発ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡗ࡞࡜地震ࠊࡾࡼ࡟Ṛ⪅㸯人ࠊ㈇യ
⪅㸷人ࠊఫᐙ඲ቯ㸲Ჷ༙ࠊቯ29Ჷࡢ࡝࡞⿕害1978ࠊࡓࡲࠋࡓࡌ⏕ࡀᖺ㸴᭶12᪥1978ࠕࡣ࡟ᖺᐑᇛ┴Ἀ地
震 㸦ࠖM7.4᭱ࠊ 大震ᗘ㸳㸧ࡀ発⏕ࠊࡋẼ௝἟⁺ ࡛120cm㸦඲᣺ᖜ㸧ࡢ津波ࢆほ測ࡢࡇࠋࡓࡋ地震ࠊࡾࡼ࡟
Ṛ⪅28人ࠊ㈇യ⪅1,325人ࠊఫᐙ඲ቯ1,183Ჷ༙ࠊቯ5,574Ჷࡢ࡝࡞⿕害ࡓࡌ⏕ࡀ㸦⿕害ࠕࡶࢀࡎ࠸ࡣ᪥ᮏ
⿕害地震⥲ぴࠖࡿࡼ࡟㸧ࠋ

震ኸศᕸᅗ
㸦1919年㸯月㸯日㹼2022年㸱月31日ࡉ῝ࠊ㸮㹼150kmࠊMӍ6.0㸧

1938年11月㸳日㹼1938年11月30日ࡢ地震ࢆỈⰍ2011ࠊ年㸱月11日௨㝆ࡢ地震ࢆ㯮Ⰽࠊ

2022年㸱月ࡢ地震ࢆ㉥Ⰽࡢࡑࠊ௚ࡢᮇ㛫ࡢ地震ࢆ⅊Ⰽ࡛⾲♧

㡿ᇦ㹡ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗ

㹡

1978年ᐑᇛ┴Ἀ地震ࠖࠕ

ᮾ໭地᪉ኴᖹὒἈ地震ࠖࠕ
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Ẽ㇟ᗇసᡂ

㸲月㸴日 ⚟ᓥ┴Ἀࡢ地震㸦㸱月 16 日ࡢࡽ࠿地震άື㸧

  

⚟ᓥ┴

㡿ᇦ㹡ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗ

震ኸศᕸᅗ
㸦1919 年㸯月㸯日㹼2022 年㸲月 30 日ࠊ

MӍ6.0㸧ࠊ㸮㹼150kmࡉ῝
1938 年 11 月㸳日㹼1938 年 11 月 30 日ࡢ地震ࢆỈⰍࠊ

2011 年㸱月 11 日௨㝆ࡢ地震ࢆ㯮Ⰽࠊ
♧⾲Ⰽ࡛⅊ࢆᮇ㛫ࡢ௚ࡢࡑ

⏕ᮾ໭地᪉ኴᖹὒἈ地震ࠖⓎࠕ

௒ᅇࡢ地震

ᮾ໭地᪉ኴࠕ

ᖹὒἈ地震ࠖ

㡿ᇦ㹠ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗཬࡧᅇᩘ✚⟬ᅗ

震ኸศᕸᅗ
㸦1997 年 10 月㸯日㹼2022 年㸲月 30 日ࠊ

MӍ3.0㸧ࠊ㸮㹼150kmࡉ῝
2011 年㸱月 10 日௨๓࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ地震ࢆỈⰍࠊ
2011 年㸱月 11 日௨㝆࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ地震ࢆ⅊Ⰽࠊ
2022 年㸱月 16 日௨㝆࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ地震ࢆ㯮Ⰽࠊ

2022 年㸲月࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ地震ࢆ㉥Ⰽ࡛⾲♧

㹡

㡿ᇦ㹠ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗ㡿ᇦ㹠ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗཬࡧᅇᩘ✚⟬ᅗ

2022 ᖺ㸲᭶㸴᪥ 00 ᫬ 03 ศ࡟⚟ᓥ┴Ἀࡉ῝ࡢ
53km ࡛ M5.2 ࠋࡓࡋ⏕発ࡀ地震㸦᭱大震ᗘ㸲㸧ࡢ
発震機構㸦CMTࡣ地震ࡢࡇ ゎ㸧ࡀ西北西㸫東༡東
᪉ྥ࡟ᅽຊ㍈ࢆᣢࡘ㏫᩿ᒙᆺ࡛ࠊኴᖹ洋ࣞࣉー
ࠊࡣ震※௜㏆࡛ࡢ地震ࡢࡇࠋࡓࡋ⏕ෆ部࡛発ࢺ
2022 ᖺ㸱᭶ 16 ᪥ࡢ M7.4ࡢ地震㸦᭱大震ᗘ㸴ᙉ㸧
㸱᭶ࠊࡾ࡞࡟ά発ࡀ地震άືࠊ発⏕ᚋࡢ 16 ᪥࠿
㸳᭶ࡽ 12᪥ 08᫬࡟࡛ࡲ震ᗘ㸯௨ୖࡢ地震ࡀ 132
ᅇ㸦震ᗘ㸴ᙉ㸸㸯ᅇࠊ震ᗘ㸳ᙅ㸸㸯ᅇࠊ震ᗘ㸲㸸
㸰ᅇࠊ震ᗘ㸱㸸10 ᅇࠊ震ᗘ㸰㸸35 ᅇࠊ震ᗘ㸯㸸
83 ᅇ㸧発⏕ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

1997 ᖺ 10 ᭶௨㝆ࡢάືࠊ࡜ࡿࡳࢆ㡿域㹠࡛ࡣ
ᖹᡂࠕ 23 ᖺ㸦2011 ᖺ㸧東北地᪉ኴᖹ洋Ἀ地震ࠖ
㸦௨ୗࠕࠊ東北地᪉ኴᖹ洋Ἀ地震 㸧ࠖࡢ発⏕๓࠿
ࡽ M5.0 ௨ୖࡢ地震ࡀ᫬ࠎ発⏕ࠕࠊࡀࡓ࠸࡚ࡋ東
北地᪉ኴᖹ洋Ἀ地震ࠖࡢ発⏕௨㝆ࡣ地震ࡢ発⏕
数ࡀቑຍࠊࡋM6.0 ௨ୖࡢ地震ࡀ㸶ᅇ発⏕࠸࡚ࡋ
ࠋࡿ

ࡽ

ᮾ໭地᪉ࠕ

ኴᖹὒἈ地震ࠖ

ᐑᇛ┴

㡿ᇦ㹟ෆ᩿ࡢ㠃ᅗ㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧

CMT

௒ᅇࡢ地震

CMT

㹀

CMT

CMT
CMT

㸿

㹟

㸦2022 年㸱月 16 日㹼㸲月 30 日㸧

㹠

ᐑᇛ┴

⚟ᓥ┴

1978ࠕ 年ᐑᇛ┴Ἀ地震ࠖ

㡿ᇦ㹡ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗ

1919 ᖺ௨㝆ࡢάືࠊ࡜ࡿࡳࢆ௒ᅇࡢ地震ࡢ
震ኸ࿘㎶㸦㡿域㹡㸧࡛ࠕࠊࡣ東北地᪉ኴᖹ洋Ἀ
地震 ࡽ࠿発⏕௨๓ࡢࠖ M7.0 ௨ୖࡢ地震ࡀ᫬ࠎ
発⏕1938ࠊࡾ࠾࡚ࡋ ᖺ 11 ᭶㸳᪥ 17 ᫬ 43 ศ
ࡣ࡟ M7.5 ࠋࡓࡋ⏕発ࡀ地震㸦᭱大震ᗘ㸳㸧ࡢ
ᐑᇛ┴ⰼῡ࡛ࠊࡾࡼ࡟地震ࡢࡇ 113cm㸦඲᣺
ᖜ㸧ࡢ津波ࢆほ測ࡢࡇࠋࡓࡋ地震ࡢᚋྠࠊᖺ
11 ᭶ 30 ᪥࡟࡛ࡲ M6.0 ௨ୖࡢ地震ᅇ数ࡀቑຍ
ࡗ࡞࡜ά発ࡀᓥ┴Ἀ࡛地震άື⚟ࠊ࡝࡞ࡿࡍ
⪅㈇യࠊṚ⪅㸯人ࠊࡾࡼ࡟地震ࡢࡽࢀࡇࠋࡓ
㸷人ࠊఫᐙ඲ቯ㸲Ჷ༙ࠊቯ 29 Ჷࡢ࡝࡞⿕害ࡀ
ࠋ㸧ࡿࡼ࡟᪥ᮏ⿕害地震⥲ぴࠖࠕ㸦ࡓࡌ⏕

㸿 㹀

௒ᅇࡢ地震
⨨震ኸ఩ࡢ
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地殻変動(水平)

この地震に伴い地殻変動が観測された．

福島県沖の地震(3月16日 M7.4)前後の観測データ

固定局:岩崎(950154)   　震央　　観測局（グラフ表示）

成分変化グラフ 成分変化グラフ

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ436.083531：値準基西東　)055069(鹿牡→)451059(崎岩 )1(

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ613.837252-：値準基北南　)055069(鹿牡→)451059(崎岩 )1(

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ841.86：値準基高比　)055069(鹿牡→)451059(崎岩 )1(

期間: 2022/02/01～2022/04/25 JST

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(2) 岩崎(950154)→Ｓ石巻(05S054)　東西 基準値：133434.019ｍ

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(2) 岩崎(950154)→Ｓ石巻(05S054)　南北 基準値：-256551.659ｍ

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ639.98：値準基高比　)450S50(巻石Ｓ→)451059(崎岩 )2(

期間: 2022/02/01～2022/04/25 JST

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

●---[F5:最終解] ●---[R5:速報解] 国土地理院

基準期間:2022/03/09～2022/03/15[F5:最終解]
比較期間:2022/03/17～2022/03/23[F5:最終解]

39°

30′

38°

30′

37°

138° 30′ 139° 30′ 140° 30′ 141° 30′ 142° 30′

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

020936
福島２

05S054
Ｓ石巻

101181
楢葉Ａ

本荘

950178
宮城川崎

950203
小高

960550
牡鹿

1㎝

2.8cm

0.9cm

0.9cm

2.0cm

2.2cm

2.8cm
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2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5
2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(3) 岩崎(950154)→宮城川崎(950178)　東西 基準値：61574.180ｍ

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5
2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(3) 岩崎(950154)→宮城川崎(950178)　南北 基準値：-263329.682ｍ

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5
2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ847.981：値準基高比　)871059(崎川城宮→)451059(崎岩 )3(

成分変化グラフ
期間: 2022/02/01～2022/04/25 JST

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ419.20844：値準基西東　)639020(２島福→)451059(崎岩 )4(

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(4) 岩崎(950154)→福島２(020936)　南北 基準値：-304639.284ｍ

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ240.211：値準基高比　)639020(２島福→)451059(崎岩 )4(

成分変化グラフ
期間: 2022/02/01～2022/04/25 JST

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ991.13829：値準基西東　)181101(Ａ葉楢→)451059(崎岩 )5(

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(5) 岩崎(950154)→楢葉Ａ(101181)　南北 基準値：-367832.456ｍ

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ249.61：値準基高比　)181101(Ａ葉楢→)451059(崎岩 )5(

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ150.45339：値準基西東　)302059(高小→)451059(崎岩 )6(

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ230.609733-：値準基北南　)302059(高小→)451059(崎岩 )6(

2022/03/16 M6.1

2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ113.5：値準基高比　)302059(高小→)451059(崎岩 )6(

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2/1 6 11 16 21 26 3/1 6 11 16 21 26 4/1 6 11 16 21

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

●---[F5:最終解] ●---[R5:速報解] 国土地理院
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地殻変動(上下)基準期間:2022/03/09～2022/03/15[F5:最終解]
比較期間:2022/03/17～2022/03/23[F5:最終解]

固定局:岩崎(950154) 国土地理院

39°

30′

38°

30′

37°

138° 30′ 139° 30′ 140° 30′ 141° 30′ 142° 30′

2022/03/16 M6.1
2022/03/16 M7.4

2022/03/16 M5.5

2022/03/19 M5.0

020920
丸森

020934
山形

020940
福島郡山３

05S054
Ｓ石巻

本荘

950180
七ヶ宿

960550
牡鹿

1㎝

この地震に伴い地殻変動が観測された．

福島県沖の地震(3月16日 M7.4)前後の観測データ

1.7cm

2.4cm

-1.2cm

-2.3cm

-1.1cm

-0.8cm
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国ᅵ地理院

2022 年 3 月 16 日⚟ᓥ┴Ἀࡢ地震ࡢ震※᩿ᒙࣔࢹル

ᅗ ᥎ᐃࡓࢀࡉ震※᩿ᒙࣔࢹル

㸦ୖ㸧▴ᙧ実⥺ࡣ震※᩿ᒙࣔࢹルࢆ地⾲࡟ᢞᙳࡓࡋ఩⨨࡛ࠊኴ࠸実⥺᩿ࡀᒙୖ➃ࠋ▮༳ࡣほ測್㸦㯮㸧

ཬࡧィ⟬್㸦㉥㸧ࡢỈᖹᡂศࠋ▴ᙧ◚⥺(㉥)ࡣ 2011 年 4 月 7 日ࡢᐑᇛ┴Ἀࡢ地震ࡢ震※᩿ᒙࣔ

ࡣᙧ◚⥺(⣸)▴ࠋル㸦ᅜᅵ地⌮㝔㸧ࢹ 2016 年 11 月 22日ࡢ⚟ᓥ┴Ἀࡢ地震ࡢ震※᩿ᒙࣔࢹル㸦ᅜ

ᅵ地⌮㝔㸧ࠋ▴ᙧ◚⥺(⥳)ࡣ 2021 年 2 月 13 日⚟ᓥ┴Ἀࡢ地震ࡢ震※᩿ᒙࣔࢹル㸦ᅜᅵ地⌮㝔㸧ࠋ

▴ᙧ◚⥺(㟷)ࡣ 2021 年 3月 20 日ᐑᇛ┴Ἀࡢ地震ࡢ震※᩿ᒙࣔࢹル㸦ᅜᅵ地⌮㝔㸧ࠋ▴ᙧ◚⥺(ᶳ)

ࡣ 2021 年 5 月 1 日ᐑᇛ┴Ἀࡢ地震ࡢ震※᩿ᒙࣔࢹル㸦ᅜᅵ地⌮㝔㸧ࠋ

㸦ୗ㸧ഴᩳ᪉ྥ(A-B)࡟ᑕᙳ᩿ࡓࡋᒙ㠃㸦ኴ⥺㸧ཬࡧ震※ศᕸ㸦Ⅼ㸧ࠋᶓ㍈ࡣഴࡁୗࡿࡀ᪉ྥࢆṇࡗ࡜࡟

ࠋቃ⏺㠃㸦Nakajima and Hasegawa, 2006, Kita et al., 2010㸧ࢺプࣞーࡣ⥺実ࠋࡿ࠸࡚

2022ࠊ震※ศᕸ㸦Ẽ㇟ᗇἼᙧ┦㛵㹂㹂ἲ㸧ࡣⅬࠊ震ኸࡣ༳ۼ 年 3 月 16 日 23 ᫬ 34 ศ㹼3月 23 日 23 ᫬ 59 ศࠋ

⾲ ᥎ᐃࡓࢀࡉ震※᩿ᒙࣔࢹル࣓ࣛࣃーࢱ

 ࠋࡓࡋ᥎ᐃࢆࢱー࣓ࣛࣃルࢹ࡚ࣔ࠸⏝ࢆルࣟ㸦MCMC㸧ἲ࢝ࢸ連㙐ࣔンࣇࢥル࣐

 ఩⨨᩿ࡣᒙࡢᕥୖ➃ࠋࡍ♧ࢆᣓᘼෆࡣㄗᕪ㸦1Ȫ㸧ࠋࡍ♧ࢆ

 Mw᩿࡜ᒙ㠃✚ࣈࣛࢫࡀෆ地震ࢣࢫࡢーࣜング๎㸦Strasser et al., 2010㸧࡟㏆࡙࠺ࡼࡃᣊ᮰

 ࡢーࣜング๎㸦Strasser et al., 2010㸧ࢣࢫࡢෆ地震ࣈࣛࢫ Mw ⏝㐺ࢆ㛵ಀᘧࡢᒙᖜ᩿࡜

 Mwࡢィ⟬ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟๛ᛶ⋡ࢆ 75 GPa ௬ᐃ࡜

⤒ᗘ

[ °]
⦋ᗘ

[ °]
ࡉ῝➃ୖ

[ km ]
㛗ࡉ

[ km ]
ᖜ

[ km ]
㉮ྥ

[ °]
ഴᩳ

[ °]
ゅࡾ࡭ࡍ

[ °]
㔞ࡾ࡭ࡍ

[ m ]
Mw

141.367
(0.031)

37.635
(0.039)

39.5
(2.3)

56.3 
(6.9)

37.2 
(0.6)

15.8 
(1.0)

52.0 
(2.0)

94.3 
(3.4)

0.97 
(0.14)

7.38 
(0.02)

A B

੦૆਋৑:2022/03/08 2022/03/15ع09:00:00 08:59:59[F5:ਈીੰ]JST
ૻຎ਋৑:2022/03/17 09:00:0008:59:59 2022/03/24ع[F5:ਈીੰ]JST
ಕ৒ଂ:గ૊(950154)

௴೾க
ੑ઴க

A

B

VR:94.5
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国ᅵ地理院

࠙ཧ⪃ࠚ㖄┤ᡂศ

▮༳ࡣほ測್㸦㯮㸧ཬࡧィ⟬್㸦㉥㸧ࡢ㖄┤ᡂศࠋ

࠙ཧ⪃ࠚ஦ᚋ☜⋡ศᕸ㸦ࢥーࢼープࣟࢺࢵ㸧

௴೾க ੑ઴க

A

B

VR:94.5
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- 13 - Ẽ㇟ᗇసᡂ

㸱月 18 日30ࠊ 日 ᒾᡭ┴Ἀࡢ地震

2022 ᖺ㸱᭶ 18 ᪥ 23 ᫬ 25 ศ࡟ᒾᡭ┴Ἀࡉ῝ࡢ
18km ࡛ M5.6 地震ࡢ௒ᅇࠊ地震㸦᭱大震ᗘ㸳ᙉࡢ
ձ㸧ࡀ発⏕30ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ ᪥ 00 ᫬ 18ศྠࡰ࡯࡟
ࡉ῝ࡢሙ所ࡌ 17km ࡛ M4.9 ࠊ地震㸦᭱大震ᗘ㸲ࡢ
௒ᅇࡢ地震ղ㸧ࡀ発⏕ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋ地震ࡣ㝣ࣉࡢ
ࣞーࡢࢺ地Ẇෆ࡛発⏕ࠋࡓࡋ௒ᅇࡢ地震ձࡢ発震
機構㸦CMTゎ㸧ࡣ北北西㸫༡༡東᪉ྥ࡟ᙇຊ㍈ࢆᣢ
北ࡣ発震機構ࡢ地震ղࡢ௒ᅇࠊᒙᆺ࡛᩿ࢀࡎᶓࡘ
北西㸫༡༡東᪉ྥ࡟ᙇຊ㍈ࢆᣢࡘᶓ᩿ࢀࡎᒙᆺ࡛
࡝࡞ఫᐙ୍部◚ᦆ㸯Ჷࡾࡼ࡟地震ձࡢ௒ᅇࠋࡿ࠶
㸦㸱᭶ࡓࡌ⏕ࡀ害⿕ࡢ 28᪥ 17᫬ 00ศ⌧ᅾࠊ⥲ົ
┬ᾘ防ᗇࡿࡼ࡟㸧ࠋ
1997ᖺ 10᭶௨㝆ࡢάືࠊ࡜ࡿࡳࢆ௒ᅇࡢ地震ࡢ

震※௜㏆㸦㡿域㹠㸧࡛ࠕࠊࡣᖹᡂ 23ᖺ㸦2011 ᖺ㸧
東北地᪉ኴᖹ洋Ἀ地震㸦ࠖ௨ୗࠕࠊ東北地᪉ኴᖹ洋Ἀ
地震 㸧ࠖࡢ発⏕๓ࡣ M4.0 ௨ୖࡢ地震ࡣ発⏕࠸࡚ࡋ
地ࡣ東北地᪉ኴᖹ洋Ἀ地震ࠖ発⏕௨㝆ࠕࠋࡓࡗ࠿࡞
震発⏕数ࡀቑຍࠊࡋM4.0 ௨ୖࡢ地震ࡀ᫬ࠎ発⏕ࡋ
ࠋࡿ࠸࡚

1919 ᖺ௨㝆ࡢάືࠊ࡜ࡿࡳࢆ௒ᅇࡢ地震ࡢ震ኸ
࿘㎶㸦㡿域㹡㸧࡛ࠊࡣM6.0 ௨ୖࡢ地震ࡀ᫬ࠎ発⏕
1995ࠊࡾ࠾࡚ࡋ ᖺ㸯᭶㸵᪥ࠕࡣ࡟ᖹᡂ㸴ᖺ㸦1994
ᖺ㸧୕㝣࠿ࡿࡣἈ地震ࠖ᭱ࡢ大వ震࡛ࡿ࠶ M7.2ࡢ
地震㸦᭱大震ᗘ㸳㸧ࡀ発⏕ࠋࡓࡋ

௒ᅇࡢ地震
ձ

震ኸศᕸᅗ
㸦1997年 10 月㸯日㹼2022年㸱月 31日ࠊ

MӍ3.0㸧ࠊ㸮㹼120kmࡉ῝
2011年㸱月 10日௨๓࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ地震ࢆỈⰍࠊ
2011年㸱月 11日௨㝆࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ地震ࢆ⅊Ⰽࠊ

2022年㸱月࡟Ⓨ⏕ࡓࡋ地震ࢆ㉥Ⰽ࡛⾲♧

㹟

㡿ᇦ㹢ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗ

震ኸศᕸᅗ
㸦1919年㸯月㸯日㹼2022年㸱月 31日ࠊ

MӍ6.0㸧ࠊ㸮㹼150kmࡉ῝

㹢

௒ᅇࡢ地震ձ

ᒾᡭ┴

㟷᳃┴

㸿
㹀

㡿ᇦ㹟ෆ᩿ࡢ㠃ᅗ㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧㡿ᇦ㹟ෆ᩿ࡢ㠃ᅗ㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧

㸿
㡿ᇦ㹟ෆ᩿ࡢ㠃ᅗ㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧㡿ᇦ㹟ෆ᩿ࡢ㠃ᅗ㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧㡿ᇦ㹟ෆ᩿ࡢ㠃ᅗ㸦㸿㸫㹀ᢞᙳ㸧

㹀

㹠

㡿ᇦ㹠ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗཬࡧᅇᩘ✚⟬ᅗ

⏕ᮾ໭地᪉ኴᖹὒἈ地震ࠖⓎࠕ

1968年༑຾Ἀ地震ࠖࠕ

ᖹᡂ㸴年(1994年)ࠕ

୕㝣࠿ࡿࡣἈ地震ࠖ

௒ᅇࡢ地震ձ
⨨震ኸ఩ࡢ

ᖹᡂ㸴年(1994年)ࠕ

୕㝣࠿ࡿࡣἈ地震ࠖ

኱వ震᭱ࡢ

௒ᅇࡢ地震
ղ

௒ᅇࡢ地震ղ

CMT

CMT

CMT CMT CMT CMT

CMT

CMT

CMT

㹡

㡿ᇦ㹡ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗ
㸦2022年㸱月㸯日㹼31日ࠊ
MӍ1.0㸧ࠊ㸮㹼30kmࡉ῝
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平成 28 年７月 地震・火山月報（防災編） 

気象庁作成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020 年

石川県能登地方の地震活動 
 

新潟県 
石川県 

富山県 

震央分布図 
（2020 年 12 月１日～2022 年４月 30 日、 

深さ０～25km、M≧1.0） 
黒色の吹き出しは領域ａ～ｄ内で最大規模の地震 

赤色の吹き出しは矩形内で 2022 年４月中の M4.0 以上の地震 
2022 年４月の地震を赤色で表示 

ａ 

ｄ ｃ 

ｂ 
Ｂ 

上図矩形内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影） 
吹き出しは上図と同様 

矩形内の地震の月別震度別発生回数 
(2020 年 12 月１日～2022 年５月 12 日 08 時) 

Ａ 

Ｂ 

領域ａ 

領域ｄ 

領域ｃ 

領域ｂ 

矩形内 

回 

期間別・震度別の地震発生回数表 

期間 
震度 

１ ２ ３ ４ ５弱 計 

2020 年 12 月１日 

～2022 年３月 31 日 
57 29 14 3 1 104 

2022 年４月１日～30 日 7 8 1 2 0 18 

2022 年５月１日～12 日 08 時 0 0 1 0 0 1 

計 64 37 16 5 1 123 

 

12 1 3 5 7 9 11 1 3 

Ａ 

(12 日 08 時まで) 

（注）情報発表に用いた震央地名は[石川県能登地方]である。 
 

2022 年2021 年

 石川県能登地方（拡大図の矩形内）では、2018 年頃から
地震回数が増加傾向となり、2020 年 12 月から地震活動が
活発になった。2022 年４月中もその傾向は継続している。
2022 年４月中の最大規模の地震は、４日に能登半島沖（注）

で発生した M4.3 の地震（最大震度４）である。また、８日
には M4.2（最大震度４）の地震が発生した。なお、活動の
全期間を通じて最大規模の地震は、2021 年９月 16 日に発
生した M5.1 の地震（最大震度５弱）である。 
2020 年 12 月以降の領域別の地震活動をみると、最初に

活発化した領域ｂの活動は、2021 年４月以降鈍化傾向であ
り、2021 年 11 月初頭前後や 2022 年 1 月頃、３月頃に一時
活発になったが、2022 年４月中は低調であった。領域ｂに
続き活発化した領域ｃの活動も鈍化傾向であるが、2021 年
12 月はやや活発になった。一方、遅れて活発化した領域ａ
及び領域ｄの活動は依然活発である。矩形領域内で震度１
以上を観測した地震の回数は以下の表のとおり。 

左図矩形内及び領域ａ～ｄ内の 
Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

（2020 年 12 月１日～2022 年４月 30 日） 

5 
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ベクトル図（水平）
（一次トレンド・年周成分・半年周成分除去後）

国土地理院震央

石川県能登地方の地震活動時の観測データ（暫定）

ベクトル図（上下）
（一次トレンド・年周成分・半年周成分除去後）

基準期間:2020/11/01～2020/11/07[F5:最終解]
比較期間:2022/05/01～2022/05/07[R5:速報解] 計算期間:2017/09/01～2020/09/01

固定局:舳倉島(950252)

50′

40′

30′

20′

10′

20′ 30′ 40′ 50′ 137° 10′ 20′ 30′ 40′ 50′

2021/08/14 M4.2
2021/09/16 M5.12021/10/03 M4.3

2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

020971
輪島２

940053
輪島

950253
珠洲

960574
能都

950252
舳倉島

-0.2㎝

-0.9㎝

-0.2㎝

3.9㎝

-0.2㎝

-0.7㎝

-0.3㎝
1㎝

固定局:舳倉島(950252)

基準期間:2020/11/01～2020/11/07[F5:最終解]
比較期間:2022/05/01～2022/05/07[R5:速報解] 計算期間:2017/09/01～2020/09/01

50′

40′

30′

20′

10′

20′ 30′ 40′ 50′ 137° 10′ 20′ 30′ 40′ 50′

2021/08/14 M4.2
2021/09/16 M5.12021/10/03 M4.3

2022/03/08 M4.8
2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

020971
輪島２

940053
輪島

950253
珠洲

960574
能都

950252
舳倉島

1.2㎝

0.4㎝

0.5㎝

1.6㎝

1.4㎝

0.2㎝

0.5㎝

1㎝
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2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1

2021/10/03 M4.3
2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ544.65903：値準基西東　)352059(洲珠→)252059(島倉舳 )1(

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1
2021/10/03 M4.3

2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(1) 舳倉島(950252)→珠洲(950253)　南北 基準値：-44893.874ｍ

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1
2021/10/03 M4.3

2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ414.0：値準基高比　)352059(洲珠→)252059(島倉舳 )1(

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1
2021/10/03 M4.3

2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(2) 舳倉島(950252)→輪島２(020971)　東西 基準値：10120.779ｍ

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1

2021/10/03 M4.3
2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(2) 舳倉島(950252)→輪島２(020971)　南北 基準値：-46422.097ｍ

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1

2021/10/03 M4.3
2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ455.81：値準基高比　)179020(２島輪→)252059(島倉舳 )2(

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1
2021/10/03 M4.3

2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ680.96391：値準基西東　)475069(都能→)252059(島倉舳 )3

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1
2021/10/03 M4.3
2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(3) 舳倉島(950252)→能都(960574)　南北 基準値：-60327.711ｍ

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1

2021/10/03 M4.3
2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ454.87：値準基高比　)475069(都能→)252059(島倉舳 )3(

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1
2021/10/03 M4.3

2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ877.7562-：値準基西東　)350049(島輪→)252059(島倉舳 )4(

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1
2021/10/03 M4.3

2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(4) 舳倉島(950252)→輪島(940053)　南北 基準値：-51958.565ｍ

2021/08/14 M4.2

2021/09/16 M5.1

2021/10/03 M4.3
2022/03/08 M4.8

2022/03/23 M4.3

2022/04/04 M4.3

2022/04/08 M4.2

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ677.1：値準基高比　)350049(島輪→)252059(島倉舳 )4(

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

9 11 '20/1 3 5 7 9 11 '21/1 3 5 7 9 11 '22/1 3 5

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

一次トレンド・年周成分・半年周成分除去後グラフ

国土地理院

石川県能登地方の地震活動時の観測データ（暫定）

●---[F5:最終解] ●---[R5:速報解]

(1)舳倉島(950252)→珠洲(950253)

(3)舳倉島(950252)→能都(960574) (4)舳倉島(950252)→輪島(940053)

(2)舳倉島(950252)→輪島２(020971)

期間: 2019/09/01～2022/05/07 JST 計算期間: 2017/09/01～2020/09/01

東西

南北

比高

東西

南北

比高

東西

南北

比高

東西

南北

比高
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䞉 2020ᖺᮎ䜘䜚άⓎ໬䛧䛯⬟Ⓩ༙ᓥ䛾⩌Ⓨᆅ㟈άື䜢㠀ᐃᖖETAS䝰䝕䝹䠄ᘧ䠍䠅䛷㡿ᇦู(AࠥD)
䠄ᅗ1(I)䠅䛻ゎᯒ䛧䚸⫼ᬒᙉᗘ䛾᫬㛫ኚ໬䜢ㄪ䜉䜛䛻ᙜ䛯䛳䛶䠈ᇶ‽䛸䛺䜛ᶆ‽ᐃᖖETAS䝟䝷䝯䞊䝍䛿
2018ᖺ䛛䜙2020ᖺ11᭶ᮎ䜎䛷䛾㠀⩌Ⓨ䛾ᆅ㟈άື䜢ᙜ䛶ᔐ䜑䛯䚹

䞉 ⫼ᬒᙉᗘ䛾᫬㛫ኚ໬䛸ᅜᅵᆅ⌮㝔䛾GNSSほ 䝕䞊䝍䜢ẚ㍑䛩䜛䛸䚸Ꮨ⠇ᛶኚື䜢㝖䛡䜀䠈⌔Ὢ
ほ Ⅼ䛛䜙䛾ᇶ⥺㊥㞳䛾ቑຍ⋡䛸⌔Ὢほ Ⅼ䛾ୖ᪼⋡䛜⫼ᬒᙉᗘ䛾ኚ໬䛻ඛ⾜䛧䛶䛔䜛䠄ᅗ䠍䠅䚹

䞉 㡿ᇦB䛾῝㒊䛻䛿䠈㛫Ḟᛶ䛾ᙉ䛔άື (burst) 䛜཯ᫎ䛥䜜䛯≉ᚩ䛜ぢ䜙䜜䜛䠊

䞉 㡿ᇦB䛾῝㒊䛷䛿⫼ᬒᙉᗘ䛜పୗ䛧䠈3᭶6᪥௨㝆ᆅ㟈䛜㉳䛣䛳䛶䛚䜙䛪ỿ㟼໬䛧䛯䜘䛖䛻ぢ䛘䜛䚹

䞉 䛧䛛䛧࿘㎶㡿ᇦ䠄A, C, D䠅䛷䛿౫↛䛸䛧䛶άⓎ䛺≧ែ䛜⥆䛔䛶䛔䜛䚹

非定常ETASモデルから見える能登半島群発地震活動の地域的変化（続報）
⇃⃝㈗㞝䚸ᑿᙧⰋᙪ䠄⤫ィᩘ⌮◊✲ᡤ䠅

𝛌𝛌𝜽𝜽 𝒕𝒕|𝑯𝑯𝒕𝒕 = 𝝁𝝁 𝒕𝒕 + ∑ 𝒊𝒊:𝑺𝑺≤𝒕𝒕𝒊𝒊<𝒕𝒕 ⁄𝑲𝑲𝟎𝟎 𝒕𝒕𝒊𝒊 𝒆𝒆𝜶𝜶 𝑴𝑴𝒊𝒊−𝑴𝑴𝒄𝒄 𝒕𝒕 − 𝒕𝒕𝒊𝒊 + 𝒄𝒄 𝒑𝒑, 非定常ETAS：
の単位は地震数/日、各色は下図に対応𝛌𝛌𝜽𝜽 𝒕𝒕|𝑯𝑯𝒕𝒕 , 𝝁𝝁 𝒕𝒕 , 𝑲𝑲𝟎𝟎 𝒕𝒕𝒊𝒊

（式１）

（図１）
-24-



ᖹᡂ 29ᖺ㸶᭶ 地震࣭火山᭶ሗ㸦防災⦅㸧

- 19 - Ẽ㇟ᗇసᡂ

㸲月 19 日 Ⲉᇛ┴໭㒊ࡢ地震

震ኸศᕸᅗ

㸦1919年㸯月㸯日㹼2022年㸲月 30日ࠊ

MӍ5.0㸧ࠊ㸮㹼150kmࡉ῝

2022年㸲月ࡢ地震ࢆ㉥Ⰽ࡛⾲♧

2022ᖺ㸲᭶ 19᪥ 08᫬ 16ศ࡟Ⲉᇛ┴北部
ࡉ῝ࡢ 93km࡛ M5.4ࡢ地震㸦᭱大震ᗘ㸳ᙅ㸧
ෆ部ࢺーࣞࣉኴᖹ洋ࡣ地震ࡢࡇࠋࡓࡋ⏕発ࡀ
࡛発⏕ࠋࡓࡋ発震機構ࡣ東北東㸫西༡西᪉ྥ
ࠋࡿ࠶ᆺ࡛ࡘᣢࢆᅽຊ㍈࡟
1997ᖺ 10᭶௨㝆ࡢάືࢆぢࠊ࡜ࡿ௒ᅇࡢ

地震ࡢ震※௜㏆㸦㡿域㹠㸧࡛ࠊࡣM4.0 ௨ୖ
M5.0ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⏕発ࠎ᫬ࡣ地震ࡢ ௨ୖࡢ
地震ࡣ発⏕ࠋࡓࡗ࠿࡞࠸࡚ࡋ

1919 ᖺ௨㝆ࡢάືࠊ࡜ࡿࡳࢆ௒ᅇࡢ地震
震ኸ࿘㎶㸦㡿域㹡㸧࡛ࡢ ᖹᡂࠕࠊࡣ 23ᖺ㸦2011
ᖺ㸧東北地᪉ኴᖹ洋Ἀ地震 2016ࠊ発⏕௨㝆ࡢࠖ
ᖺ࡟࡛ࡲ M6.0 ௨ୖࡢ地震ࡀ㸲ᅇ発⏕࠸࡚ࡋ
2011ᖺ㸲᭶ࠊࡕ࠺ࡢࡇࠋࡿ 11᪥࡟発⏕ࡓࡋ
M7.0 Ṛ⪅㸲ࡾࡼ࡟地震㸦᭱大震ᗘ㸴ᙅ㸧ࡢ
人ࠊ㈇യ⪅ 10 人ࠊ⩣ 12 ᪥࡟発⏕ࡓࡋ M6.4
࡞㈇യ⪅㸯人ࡾࡼ࡟地震㸦᭱大震ᗘ㸴ᙅ㸧ࡢ
⥲᪥ᮏ⿕害地震ࠕࡣ㸦⿕害ࡓࡌ⏕ࢆ害⿕ࡢ࡝
ぴࠖࡿࡼ࡟㸧2016ࠊࡓࡲࠋᖺ 12᭶ 28᪥࡟発
ࡓࡋ⏕ M6.3 ࡾࡼ࡟地震㸦᭱大震ᗘ㸴ᙅ㸧ࡢ
㈇യ⪅㸰人ࡢ࡝࡞⿕害ࡓࡌ⏕ࢆ㸦⿕害ࡣ⥲ົ
┬ᾘ防ᗇࡿࡼ࡟㸧ࠋ

震ኸศᕸᅗ

㸦1997年 10 月㸯日㹼2022年㸲月 30日ࠊ

MӍ2.0㸧ࠊ㸮㹼150kmࡉ῝
2022年㸲月ࡢ地震ࢆ㉥Ⰽ࡛⾲♧

㡿ᇦ㹡ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗ

㹡

㹟

㹠

௒ᅇࡢ地震

௒ᅇࡢ地震

㡿ᇦ㹟ෆ᩿ࡢ㠃ᅗ㸦ᮾすᢞᙳ㸧す ᮾ

㡿ᇦ㹠ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗཬࡧᅇᩘ✚⟬ᅗ

⚟ᓥ┴

ᰣᮌ┴

Ⲉᇛ┴

௒ᅇࡢ地震

Ⲉᇛ┴

⚟ᓥ┴

ᰣᮌ┴

⏕ᮾ໭地᪉ኴᖹὒἈ地震ࠖⓎࠕ

᝟ሗⓎ⾲ࡓ࠸⏝࡟震ኸ地名ࠝࡣ⚟ᓥ┴୰㏻ࠋࡿ࠶࡛ࠞࡾ
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Ẽ㇟ᗇసᡂ

ி㒔ᗓ༡㒊ࡢ地震άື

㸦2022年㸰月㸯日㹼㸳月㸲日㸧

㸦1997年10月㸯日㹼2022年㸳月㸲日㸧

ி㒔ᗓ

኱㜰ᗓ

රᗜ┴ ⁠㈡┴

㹟

ዉⰋ┴

୕㔜┴

⚟஭┴

震ኸศᕸᅗ୰ࡢᶳⰍࡢ実⥺ࡣ地震ㄪᰝ◊✲᥎㐍ᮏ㒊

ࠋࡍ♧ࢆά᩿ᒙࡿࡼ࡟㛗ᮇホ౯ࡢ

京都ᗓ༡部࡛2022ࠊࡣᖺ㸱᭶31᪥ࡽ࠿地震άືࡀά
発ࠊࡾ࡞࡜㸳᭶12᪥08᫬࡟࡛ࡲ震ᗘ㸯௨ୖࢆほ測ࡿࡍ
地震14ࡀᅇ㸦震ᗘ㸲㸸㸰ᅇࠊ震ᗘ㸱㸸㸰ᅇࠊ震ᗘ㸰㸸
㸰ᅇࠊ震ᗘ㸯㸸㸶ᅇ㸧発⏕ࡕ࠺ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋM4.0௨
㸱ࠊࡣ地震ࡢ大つᶍ᭱ࠊࡾ࠾࡚ࡋ⏕㸲ᅇ発ࡣ地震ࡢୖ
᭶31᪥ཬࡧ㸳᭶㸰᪥13ࡉ῝࡟ࡶ࡜࡟km࡛発⏕ࡓࡋM4.4
地震ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡗ࠶大震ᗘ㸲㸧࡛᭱࡟ࡶ࡜地震㸦ࡢ
東ࠊࡣ発震機構ࡢ地震ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋ⏕地Ẇෆ࡛発ࡣ
西᪉ྥ࡟ᅽຊ㍈ࢆᣢࡘᶓ᩿ࢀࡎᒙᆺ࡛ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶
地震ࡢ震ኸ௜㏆㸦㡿域㹟㸧ࢆᣑ大ࠊ࡜ࡿࡳ࡚ࡋ震※ࡣ
西北西－東༡東᪉ྥ࡟ศᕸࠋࡿ࠼ࡳ࡚ࡋ
1997ᖺ10᭶௨㝆ࡢάືࠊ࡜ࡿࡳࢆ௒ᅇࡢ地震ࡢ震ኸ

௜㏆㸦㡿域㹟㸧࡛ࠊࡣM4.0⛬ᗘࡢ地震ࡀ᫬ࠎ発⏕࡚ࡋ
ᮇࡢ࡝࡯㸯ࣨ᭶ࠊ࡟࠺ࡼࡢάືࡢ௒ᅇࡕ࠺ࡢࡇࠋࡿ࠸
㛫ෆ࡟M4.0ࢆ㉸ࡿ࠼地震ࡀ」数ᅇ発⏕࡞࠺ࡼࡿࡍάື
㸱᭶ࡽ࠿1999ᖺ㸰᭶ࡶ༡ഃ࡛ࡸࡸࡢάື域ࡢ௒ᅇࠊࡣ
ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏕発࡚ࡅ࠿࡟

1919ᖺ௨㝆ࡢάືࠊ࡜ࡿࡳࢆ௒ᅇࡢ地震ࡢ震ኸ࿘㎶
㸦㡿域㹠㸧࡛ࠊࡣM5.0௨ୖࡢ地震ࡶ発⏕ࠊࡾ࠾࡚ࡋ
2018ᖺ㸴᭶18᪥ࡣ࡟大㜰ᗓ北部ࡢ地震㸦M6.1㸧ࡀ発⏕
ࡓࡋ⏕発ࡀ害⿕ࡢ࡝࡞㈇യ⪅462人ࠊṚ⪅㸴人ࠊࡋ
㸦2019ᖺ㸲᭶㸯᪥⌧ᅾࠊ⥲ົ┬ᾘ防ᗇࡿࡼ࡟㸧ࠋ

震ኸศᕸᅗ
㸦1997年 10月㸯日㹼2022年㸳月㸲日ࠊ

MӍ1.0㸧ࠊ㸮㹼20kmࡉ῝
2022年㸱月 31日௨㝆ࡢ地震ࢆ㉥Ⰽ࡛⾲♧

震ኸศᕸᅗ
㸦1919年 1月㹼2022年㸳月㸲日ࠊ

MӍ5.0㸧ࠊ㸮㹼100kmࡉ῝

震ᗘ㸯௨ୖࡢ日ู᭱኱震ᗘู地震ᅇᩘᅗ

㸦2022年㸱月31日㹼㸳月12日08᫬㸧

኱㜰ᗓ

ி㒔ᗓ

㹠
௒ᅇࡢ地震
⨨震ኸ఩ࡢ

㸦ୖᅗ㸧㡿ᇦ㹟ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗཬࡧᅇᩘ✚⟬ᅗ

㸦ୗᅗ㸧㡿ᇦ㹟ෆࡢ㹋㸫㹒ᅗ
2022年㸱月31日௨㝆ࡢ地震ࢆ㉥Ⰽ࡛⾲♧

ᅇ

4/1 5/1
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2022/02/09 M5.6

2022/02/09 M5.4

2022/02/22 M5.8

2022/02/25 M5.4

2022/03/17 M5.9

2022/03/30 M5.5

2022/04/13 M5.6

2022/04/14 M5.0

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 '22/1 2 3 4

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(1) 与論(950495)→具志川(960743)　東西 基準値：-168508.660ｍ

2022/02/09 M5.6

2022/02/09 M5.4

2022/02/22 M5.8

2022/02/25 M5.4

2022/03/17 M5.9

2022/03/30 M5.5

2022/04/13 M5.6

2022/04/14 M5.0

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 '22/1 2 3 4

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(1) 与論(950495)→具志川(960743)　南北 基準値：-75827.551ｍ

2022/02/09 M5.6

2022/02/09 M5.4

2022/02/22 M5.8

2022/02/25 M5.4

2022/03/17 M5.9

2022/03/30 M5.5

2022/04/13 M5.6

2022/04/14 M5.0

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 '22/1 2 3 4

㎝
6

4

2

0

-2

-4

-6

ｍ754.57-：値準基高比　)347069(川志具→)594059(論与 )1(

期間: 2021/02/01～2022/04/30 JST

2022/02/09 M5.6

2022/02/09 M5.4

2022/02/22 M5.8

2022/02/25 M5.4

2022/03/17 M5.9

2022/03/30 M5.5

2022/04/13 M5.6

2022/04/14 M5.0

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 '22/1 2 3 4

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(2) 与論(950495)→渡名喜(960742)　東西 基準値：-128239.632ｍ

2022/02/09 M5.6

2022/02/09 M5.4

2022/02/22 M5.8

2022/02/25 M5.4

2022/03/17 M5.9

2022/03/30 M5.5

2022/04/13 M5.6

2022/04/14 M5.0

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 '22/1 2 3 4

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(2) 与論(950495)→渡名喜(960742)　南北 基準値：-73045.975ｍ

2022/02/09 M5.6

2022/02/09 M5.4

2022/02/22 M5.8

2022/02/25 M5.4

2022/03/17 M5.9

2022/03/30 M5.5

2022/04/13 M5.6

2022/04/14 M5.0

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 '22/1 2 3 4

㎝
6

4

2

0

-2

-4

-6
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●---[F5:最終解] ●---[R5:速報解]

基準期間:2022/01/22～2022/01/28[F5:最終解]
比較期間:2022/04/23～2022/04/29[R5:速報解] 計算期間:2021/01/01～2021/12/31

固定局:与論(950495)
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2022/02/09 M5.4

2022/02/22 M5.8

2022/02/25 M5.4
2022/03/17 M5.9

2022/03/30 M5.5

2022/04/13 M5.6

2022/04/14 M5.0

960742
渡名喜960743

具志川

950495
与論

1㎝

白抜き矢印：保守等によるオフセットを補正

0.4㎝

1.1㎝

沖縄本島北西沖の地震活動(最大地震 3月17日 M5.9)時の観測データ（暫定）

地殻変動(水平)(一次トレンド除去後)

震央

国土地理院

１次トレンド除去後グラフ

この地震活動に伴い小さな地殻変動が観測された．
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「東北日本日本海側の地殻活動」
について
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第 235 回地震予知連絡会 重点検討課題 趣旨説明 

「東北日本日本海側の地殻活動」 

Crustal activities of the Sea of Japan region off Northeast Japan  

 

コンビーナー 東京大学地震研究所 石山達也 

 

1. 背景 

2011 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震により発生した大津波は、日本列島の太平洋

側の広範な地域に極めて甚大な人的・物的な被害を及ぼした。日本海側でも津波・強震動を

引き起こす活断層が多数分布しており、1983 年日本海中部地震、1993 年北海道南西沖地震

では津波による甚大な被害が発生した。しかし、日本海側については、文部科学省「ひずみ

集中帯の重点的調査観測・研究（2007～2012 年）」において新潟沖〜西津軽沖の領域で構

造探査が行われ、震源断層モデルが構築されたものの、他の大部分の領域では震源断層を構

築するための観測データが不足している状況であった。 

 

2. 課題 

これまで不明であった東北日本日本海の震源断層モデルを構築するとともに、これらに

基づく津波・強震動予測が課題である。また、東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動に基づ

き、日本海溝や南海トラフで発生する海溝型地震および地震間の固着と内陸地震の関連メ

カニズムを推定することも重要な課題である。この様な課題を解決すべく、「日本海地震・

津波調査プロジェクト」（2013〜2021）で構造探査・津波堆積物・津波・強震動予測などの

観測研究が実施された。加えて、最新の研究成果を自治体・地域住民に正確に発信し、理解

の促進や地域防災に役立てるための取り組みも進められた。 

 

3. 報告 

①東北日本日本海側の震源断層および地域研究会 

②東北日本日本海側の津波予測 

③東北日本日本海側の強震動予測 

④プレート間相互作用による東北日本の震源断層における応力蓄積 

 

4. 論点 

・東北日本日本海側の新しい震源断層像と今後の課題 

・東北日本日本海側の津波予測・強震動予測の高度化に向けた今後の課題 

・上盤側プレート応力蓄積の今後の課題 

・成果普及の取り組みの現状と今後の課題 

・今後の課題解決に必要な調査観測研究は何か 

-29-



話題提供者〔敬称略〕 
 
 
 

１．東北⽇本背弧域での震源断層モデルの構築と 

実施したリスクコミュニケーション会議 

東京⼤学地震研究所 佐藤 ⽐呂志 

 

２．東北⽇本背弧域の震源断層モデルに基づく強震動予測 

京都⼤学防災研究所 岩⽥ 知孝 

 
３．東北⽇本背弧域の震源断層モデルに基づく確定論・確率論的津波予測 

東京⼤学地震研究所 佐⽵ 健治 

 

４．⽇本海溝におけるプレート間相互作⽤による 

東北⽇本背弧域の震源断層への応⼒蓄積 

海洋研究開発機構 橋間 昭徳 
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                       東京⼤学地震研究所 佐藤⽐呂志 資料 

 

東北⽇本背弧域での震源断層モデルの構築と実施したリスクコミュニケーショ
ン会議 
佐藤 ⽐呂志・⽯⼭達也（東京⼤学地震研究所）・野 徹雄（海洋研究開発機構）・加藤直⼦（⽇本⼤学）・
⼩平秀⼀（海洋研究開発機構）・松原 誠（防災科学技術研究所） 

 
ポイント 

・ ⽇本海と沿岸域で発⽣する地震・津波災害の予測の基礎となる震源断層モデルを、反射法

地震探査データを基軸として構築（⽇本海地震・津波プロジェクト, 2013-2021 年度）。 

・ 東北地⽅の内陸部についても、既存資料を加え震源断層モデルを構築。 

・ 震源断層の形状・特性には、⽇本海形成期の造構プロセスの影響が⼤。 

・ ⽇本海沿岸の 9 道府県で、国・地⽅⾃治体・ライフライン事業者等、防災関係機関の担当

者の参加を得て、リスクコミュニケーション会議などを開催(延 60 回)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1（右）. ⽇本海地震・津波調

査プロジェクトで作成した震源

断層の矩形モデル。 

図 2（左）. 東北⽇本と⽇本海における震

源断層の矩形モデル。地表地質、反射法地

震探査、重⼒データに基づく。活断層の判

定基準より、拡⼤して抽出している(佐藤

ほか，2022 連合学会)。矩形は震源断層、

太線は断層の上端、破線は断層⾯の上端

の伏在を⽰す。断層のタイプ（すべり⾓）

は、Terakawa and Matsuʻura (2010)の広

域応⼒場 4 から求めた。  
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（１）構築された北海道沖、⻘森沖〜佐渡沖、富⼭沖、福井沖〜⿃
取沖、島根沖〜五島列島沖、各沿岸地域等の震源断層形状モデルに
もとづいて、強震動予測のための震源断層モデルを設定し、強震動
予測を⾏った．

（１）強震動予測の例：福岡沖の震源断層（Mw7.1）が活動した場合の陸
域の震度分布．断層帯の北⻄から破壊が始まった場合、陸域の広い範囲が
強い揺れに⾒舞われる⼀⽅，南東から破壊が始まった場合は陸域の強く揺
れる範囲は狭くなり，対⾺で揺れが⼤きくなる．これらは破壊シナリオと
しての破壊伝播効果の違いによる．

東北⽇本背弧域の震源断層モデルに基づく強震動予測

（２）地盤の速度構造情報が⼗分でない⽇本海側の平野微
動アレイ観測等を⾏って、対象地域の地下速度構造モデル
の⾼度化をすすめた．

岩⽥知孝・浅野公之（京⼤防災研）・⼤堀道広（福井⼤学）

（２）▼が本調査で実施した微動アレイ観測点．成果は全国地震動予測地
図作成に⽤いられているJ-SHISの地下構造モデル更新時に利⽤される
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東北⽇本背弧域の震源断層モデルに基づく確定論・確率論的津波予測 

東京⼤学地震研究所（佐⽵健治・⽯辺岳男・室⾕智⼦） 

東北地⽅の断層モデル  

・⽇本海における⼤規模地震に関する調査検討会（MLIT） 

・⽇本海地震・津波調査プロジェクト（JSPJ） 

20 世紀にこの地域で発⽣した地震のモデル 

・1964 年新潟地震（M 7.5） 

・1983 年⽇本海中部地震（M 7.7） 

確定論的津波予測と不確定性 

・スケーリング則によるすべり量・津波⾼の違い 

確率論的津波予測 

・MLIT モデルに基づく確率論的津波⾼ 
 
 

 

 
 

1983 年日本海中部地震の津波痕跡高と Satake (1989), 
JSPJ の断層モデルに基づく津波高の比較．  

 

 
 
1964 年新潟地震の津波痕跡高と Satake and Abe (1983), 
JSPJ の断層モデルに基づく津波高の比較．  
 

 
東北地方沖合の 190 の断層モデルに基づく津波高の頻

度分布．緑は単独の 67 断層，赤はそれらの連動（123
通り）による．レシピ（ア）によるすべり量を仮定． 

 
確率論的津波予測による日本海沿岸の再来期間 1000 年

（上），400 年（中），100 年（下）の最大津波高 
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海洋研究開発機構 橋間昭徳 資料 

⽇本海溝におけるプレート間相互作⽤による東北⽇本背弧域の震源断層への応⼒蓄積 
橋間 昭徳（海洋研究開発機構）, 佐藤 ⽐呂志, ⽯⼭ 達也（東京⼤学地震研究所） 
 
ポイント 
・ ⽇本列島域の構造を考慮した有限要素モデルによる東北⽇本の地殻変動データ解析 
・ 東北⽇本背弧域の震源断層において 2011 年東北沖地震前後のクーロン応⼒を計算 
・ 震源断層上のクーロン応⼒は、2011 年以前の M7 内陸地震の頻発と 2011 年以降の静

穏化を概ね説明できる 

 
図 1 本研究による震源断層上の応⼒計算の概念図 
 

   
図 2 東北地⽅の震源断層におけるクーロン応⼒．左は東北沖地震前，右は東北沖地震発⽣
10 年後．⻩⾊−⾚⾊は断層運動を促進，⽔⾊−⻘⾊は断層運動を抑制する応⼒を⽰す． 
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第 236 回地震予知連絡会 重点検討課題 趣旨説明 

「光ファイバーセンシング技術の地震・測地学への応用」 
「Application of optical fiber sensing technology to seismology and geodesy」 

 
コンビーナ 東京大学地震研究所 篠原雅尚 

 

１．背 景 
光ファイバーセンシング技術は、光ファイバー自身をセンサとして用いて、歪や振動を

検知する。このうち、短周期の歪振動を検知できる分散型音響センシング(Distributed 

Acoustic Sensing, 以下 DAS)計測は、セキュリティー監視やパイプラインのモニタリング

を目的に使われ始め、その後資源探査の分野で Vertical Seismic Profiling などの地震探査

に使われた。さらに、海域や陸上における自然地震観測にも適用されている。DAS 計測は

空間的に高密度なデータを長距離に渡って取得できることが特長である。また、測地帯域に

おいては、光ファイバーによる歪計測技術開発が進められている。 

 

２．課 題 
国内における DAS 計測による地震探査や地震観測の事例はまだ少ない。通常の地震計

が地動の加速度、速度、変位を計測することに比べて、DAS 計測はファイバ方向の歪を計

測しており、計測されたデータについての評価、データ処理手法についての検討が必要であ

る。また、DAS 計測データの S/N 改善や光ファイバーセンシング技術の測地帯域への応用

のためにはさらなる技術開発が必要である。 

 
３．報 告（予定） 
①DAS 計測の主に火山分野への応用 

②DAS 計測の主に地震分野への応用 

③DAS 計測の主に探査分野への応用 

④主に地殻変動観測に向けた光ファイバー

センシング技術開発 

 

４．論 点（予定） 
 測地・地震帯域における検出限界を低下し、さらに高感度化することができるか？ 

 光ファイバーセンシング技術は、各分野において、どのような観測に有効か？ 

 従来の測地・地震学の手法・解釈をどこまで光計測技術に応用可能か？光計測データに

厳密に適用できる手法や解釈がどの程度必要とされるか？ 

 観測時に生成される大量のデータをどのように処理するか？ 

 測地・地震観測に利用可能な光ファイバーをどのように確保するか？ 

DAS 海底観測による地震記録例 
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令和 4 年 5 月 16 日 
地 震 予 知 連 絡 会

地震予知連絡会「予測実験 WG」の設置 

１．背景と設置目的 

 地震予知連絡会は、地震予知の実用化を促進する旨の閣議了解（昭和43年5月）及び

測地学審議会建議（昭和43年7月）を踏まえて、地震予知に関する調査・観測・研究結

果等の情報の交換とそれらに基づく学術的な検討を行うことを目的に、昭和44年4月、

国土地理院に事務局を置き発足した。現在では、「災害の軽減に貢献するための地震火

山観測研究計画（第2次）の推進について（建議）」において、「地震活動・地殻変動な

どに関するモニタリング結果や地震の予知・予測のための研究成果などに関する情報

交換を行うことにより，モニタリング手法の高度化に資する役割を担う」と位置付け

られている。 

平成25年度将来検討WGでは、地殻活動・地震活動のモニタリングとして何が重要か

を検討し、今の予測能力の実力を把握・提示するために、今後、予測実験の試行を行

うことが有効であることが提言された。その後、約７年間に８回にわたって重点検討

課題「予測実験の試行」が実施され、「試行」というテーマのもと、相応に確立され

た予測手法の紹介と、半年〜１年間の予測とその後の観測結果が比較検証された。同

時に、物理モデルや新手法、既往モデルの課題や改善案などの提案もあり、実験を進

行させつつも地震研究者のコミュニティとして、最善のモデルを追求する前向きな議

論が続けられた。さらに、各種予測手法の長所・短所などの総括と今後の展開が議論

された。 

これらの状況を踏まえ、運営検討部会では、ある程度確立された手法は、「実験試

行」からモニタリング同様に定期的な「実験実施」に移行することを確認した。今後

定期的な報告を行うにあたり、報告方法や報告事項、予測結果の評価、新規のモデル

や手法採用の検討、最先端研究の紹介などを行う役割を担う、本ワーキンググループ

(WG)を設置することを決定した。 

２．検討項目 

(1) 定例会における報告方法

(2) 報告する予測事項の選定

(3) 報告された予測の評価、とりまとめ

(4) 新たな予測実験項目の提案、選定

３．検討の進め方 

(1) 運営検討部会部会長が WG の主査を指名する。

(2) 主査が WG 委員（原則 8名以内）を指名する。

(3) 第 27 期（R5 年 3 月 31 日まで）に WG 会合及びメール審議にて検討を行う。

(4) 第 27 期で結論に至らない場合には第 28 期に引き継ぐようなまとめ方とする。
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地震予知連絡会 

予測実験ワーキンググループ委員名簿 

主 査 遠 田 晋 次   東北大学災害科学国際研究所教授 

委 員 堀 高 峰   国立研究開発法人海洋研究開発機構 

海域地震火山部門 

地震津波予測研究開発センター長 

尾 形 良 彦   統計数理研究所名誉教授 

西 村 卓 也  京都大学防災研究所准教授 

松 澤 暢   東北大学大学院理学研究科教授 

令和 4年 5月 16日 現在 
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